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tttg sin)(  の、 ≦≦t0 における増減を考える。 
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右のグラフより、 tt tan となる t が 1つ存在し、これを とすると 
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)(tg の増減は右の通りで、 t においてただ 1つの極大値を持つ。 

10 ≦≦x において 2x は単調増加であるから、 

)(xf も



 1xx においてただ 1つの極大値を持つ。 

 

22 sin xxy  のグラフの、 10 xx≦≦ の部分を )(1 yx 、 11 ≦≦xx の部分を )(2 yx とすると 
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したがって、 
1

0
)(2 dxxxfV  が示された。(証明終) 


1

0

232 sin2 dxxxV  であり、 2xt  とおくと xdxdt 2  
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